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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成27年10月8日(2015.10.8)

【公開番号】特開2014-48311(P2014-48311A)
【公開日】平成26年3月17日(2014.3.17)
【年通号数】公開・登録公報2014-014
【出願番号】特願2012-188586(P2012-188586)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  15/20     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  13/18     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ   5/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  17/17     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   15/20     　　　　
   Ｇ０２Ｂ   13/18     　　　　
   Ｇ０３Ｂ    5/00     　　　Ｊ
   Ｇ０３Ｂ   17/17     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成27年8月19日(2015.8.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
物体側から像側へ順に、正の屈折力の第１レンズ群、負の屈折力の第２レンズ群、光路折
り曲げ用の反射ユニット、２以上のレンズ群を含む後群を有し、ズーミングに際して、前
記第１レンズ群と前記第２レンズ群が移動し、前記反射ユニットが不動であり、隣り合う
レンズ群の間隔が変化するズームレンズにおいて、
広角端から望遠端へのズーミングにおける前記第１レンズ群の移動量（物体側から像面側
への移動を正とする）をＸ１、前記反射ユニットの反射面から像面までの光軸上の距離を
ＤＲ、広角端における前記第２レンズ群の最も像側のレンズ面から前記反射ユニットの反
射面までの光軸上の距離をｄ２ｗ、前記第２レンズ群の焦点距離をｆ２とするとき、
０．４２＜（ｄ２ｗ－Ｘ１）／ＤＲ＜１．００
０．５０＜｜Ｘ１｜／ｄ２ｗ＜５．００
０．３６＜｜ｆ２｜／ｄ２ｗ＜３．００
なる条件式を満足することを特徴とするズームレンズ。
【請求項２】
望遠端において無限遠物体にフォーカスしているときの前記後群の合成横倍率をβＬＲｔ
、広角端において無限遠物体にフォーカスしているときの前記後群の合成横倍率をβＬＲ
ｗ、望遠端における全系の焦点距離をｆｔ、広角端における全系の焦点距離をｆｗとし、
ＺＬＲ＝βＬＲｔ／βＬＲｗ
Ｚ＝ｆｔ／ｆｗ
とおくとき、
０．１０＜ＺＬＲ／Ｚ＜０．３５
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１に記載のズームレンズ。
【請求項３】
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前記第２レンズ群を構成する正レンズの材料のアッベ数のうち最も小さいアッベ数をνｄ
２ｐとするとき、
１０．０＜νｄ２ｐ＜２０．０
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１又は２に記載のズームレンズ。
【請求項４】
前記第２レンズ群を構成するレンズの材料の平均屈折率をｎｄ２ａｖｅとするとき、
１．８３＜ｎｄ２ａｖｅ＜２．３０
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載のズームレ
ンズ。
【請求項５】
前記第１レンズ群を構成する正レンズのうち、材料のアッベ数が最も大きい正レンズの材
料のアッベ数と屈折率を各々νｄ１ｐ、ｎ１ｄｐとするとき、
６０．０＜νｄ１ｐ＜１００．０
１．４０＜ｎｄ１ｐ＜１．７０
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載のズームレ
ンズ。
【請求項６】
前記第１レンズ群の焦点距離をｆ１とするとき、
４．３＜ｆ１／｜ｆ２｜＜８．０
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載のズームレ
ンズ。
【請求項７】
前記第１レンズ群の焦点距離をｆ１、望遠端における全系の焦点距離をｆｔとするとき、
０．２＜ｆ１／ｆｔ＜１．０
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載のズームレ
ンズ。
【請求項８】
望遠端における全系の焦点距離をｆｔとするとき、
０．０５＜｜ｆ２｜／ｆｔ＜０．１６
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１乃至７のいずれか１項に記載のズームレ
ンズ。
【請求項９】
前記ズームレンズの沈胴に際して、前記反射ユニットが移動して生じた空間に前記第１レ
ンズ群と前記第２レンズ群の少なくとも一部が移動することを特徴とする請求項１乃至８
のいずれか１項に記載のズームレンズ。
【請求項１０】
前記後群は開口絞りを有することを特徴とする請求項１乃至９のいずれか１項に記載のズ
ームレンズ。
【請求項１１】
前記後群は、物体側から像側へ順に配置された、正の屈折力の第３レンズ群、正の屈折力
の第４レンズ群より構成されることを特徴とする請求項１乃至１０のいずれか１項に記載
のズームレンズ。
【請求項１２】
前記後群は、物体側から像側へ順に配置された、正の屈折力の第３レンズ群、負の屈折力
の第４レンズ群、正の屈折力の第５レンズ群より構成されることを特徴とする請求項１乃
至１０のいずれか１項に記載のズームレンズ。
【請求項１３】
前記後群は、物体側から像側へ順に配置された、負の屈折力の第３レンズ群、正の屈折力
の第４レンズ群、負の屈折力の第５レンズ群、正の屈折力の第６レンズ群より構成される
ことを特徴とする請求項１乃至１０のいずれか１項に記載のズームレンズ。
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【請求項１４】
請求項１乃至１３のいずれか１項に記載のズームレンズと、該ズームレンズによって形成
された像を受光する撮像素子を有することを特徴とする撮像装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明のズームレンズは、物体側から像側へ順に、正の屈折力の第１レンズ群、負の屈
折力の第２レンズ群、光路折り曲げ用の反射ユニット、２以上のレンズ群を含む後群を有
し、ズーミングに際して、前記第１レンズ群と前記第２レンズ群が移動し、前記反射ユニ
ットが不動であり、隣り合うレンズ群の間隔が変化するズームレンズにおいて、
広角端から望遠端へのズーミングにおける前記第１レンズ群の移動量（物体側から像面側
への移動を正とする）をＸ１、前記反射ユニットの反射面から像面までの光軸上の距離を
ＤＲ、広角端における前記第２レンズ群の最も像側のレンズ面から前記反射ユニットの反
射面までの光軸上の距離をｄ２ｗ、前記第２レンズ群の焦点距離をｆ２とするとき、
０．４２＜（ｄ２ｗ－Ｘ１）／ＤＲ＜１．００
０．５０＜｜Ｘ１｜／ｄ２ｗ＜５．００
０．３６＜｜ｆ２｜／ｄ２ｗ＜３．００
なる条件式を満足することを特徴としている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　以下に、本発明の好ましい実施の形態を、添付の図面に基づいて詳細に説明する。本発
明のズームレンズは、物体側から像側へ順に、正の屈折力の第１レンズ群、負の屈折力の
第２レンズ群を有する。更に反射ミラーや反射プリズム等からなり光軸を９０度又は９０
度±１０度以内で折り曲げる光路折り曲げ用の反射ユニット、２以上のレンズ群を含む後
群を有している。ズーミングに際して少なくとも第１レンズ群と第２レンズ群が移動する
。ズーミングに際し、反射ユニットは不動であり、隣り合うレンズ群の間隔が変化する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　沈胴収納時には撮影状態とは異なる位置に反射ユニットが移動する。そして反射ユニッ
トの移動によって生じた空間に、第１レンズ群と第２レンズ群の少なくとも一部が沈胴収
納される。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　図１の後群ＬＲは、物体側から像側へ順に配置された、正の屈折力の第３レンズ群、正
の屈折力の第４レンズ群より構成される。図３の後群ＬＲは、物体側から像側へ順に配置
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された、正の屈折力の第３レンズ群、負の屈折力の第４レンズ群、正の屈折力の第５レン
ズ群より構成される。図５，図７，図９の後群ＬＲは、物体側から像側へ順に配置された
、負の屈折力の第３レンズ群、正の屈折力の第４レンズ群、負の屈折力の第５レンズ群、
正の屈折力の第６レンズ群より構成される。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４９】
　第２レンズ群Ｌ２を構成する正レンズの材料のアッベ数のうち最も小さいアッベ数をν
ｄ２ｐとする。第２レンズ群Ｌ２を構成するレンズの材料の平均屈折率をｎｄ２ａｖｅと
する。第１レンズ群Ｌ１を構成する正レンズのうち、材料のアッベ数が最も大きい正レン
ズの材料のアッベ数と屈折率を各々、νｄ１ｐ、ｎ１ｄｐとする。第１レンズ群Ｌ１の焦
点距離をｆ１とする。第２レンズ群Ｌ２の焦点距離をｆ２とする。このとき、次の条件式
のうち１以上を満足するのが良い。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８７】
　νｄ＝（Ｎｄ－１）／（ＮＦ－ＮＣ）
である。ここでＮｄをフラウンホーファーのｄ線（波長５８７．６ｎｍ）に対する屈折率
、ＮＦをフラウンホーファーのＦ線（波長４８６．１ｎｍ）に対する屈折率、ＮＣをフラ
ウンホーファーのＣ線（波長６５６．３ｎｍ）に対する屈折率とする。像面側の４つの面
は光学フィルター等の光学ブロックを示す。ＢＦは光学ブロックの最終面から像面までの
距離を示す。レンズ全長は第１レンズ面から像面までの距離を示す。
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